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1. はじめに 

2018年9月6日午前3時7分，北海道胆振地方中東部

の地下約35 km を震源とする M6.7の内陸直下地震が

発生した．震度7を記録した厚真町，震度6強を記録し

た安平町とむかわ町の三町に拡がる東西約20 km，南

北約20 km の範囲で多数の表層崩壊といくつかの地

すべり（岩盤すべり）が起こり，人的被害を含む多大な

被害をもたらした．本報告では筆者らがこれまで報告

した内容1), 2) にその後得られた知見を盛り込んで， 

2018年北海道胆振東部地震に伴って発生した斜面崩

壊イベントの特徴を特に地形地質の面から概観する． 

２．地形・地質・地震・先行降雨 

多数の表層崩壊といくつかの地すべり（岩盤すべり）

が発生したのは，主として厚真川本流沿いの桜丘，東

和，吉野，富里，幌内，上幌内の各地区，安平川支流

の支安平川上流の瑞穂地区である．これらの地区は

夕張山地西縁南部の標高 200-400 m の定高性を持

った丘陵であり，尾根と河谷が直線的伸び，斜面を削

る沢も互いに平行な配列を持つ． 

基盤は主として新第三系の川端層及び振老層（砂

岩泥岩互層・砂岩・礫岩），軽舞層（主として珪藻質シ

ルト岩．砂岩・礫岩を挟む）であり，西縁部（桜丘など）

では同じく新第三系の萌別層（珪藻質シルト岩）あるい

は第四系中部更新統の堆積物（砂礫層）が基盤となっ

ている．また，これらの基盤は千島弧と東北日本弧の

衝突に伴う日高山脈から夕張山地にかけての圧力軸
3) に直行する方向，すなわち北北西－南南東走行の

背斜・向斜構造を持つ．この地域の平坦地にはクッタ

ラ火山，支笏火山（カルデラ），恵庭火山，樽前火山な

どから噴出した数多くの降下火砕物が堆積しているが
4)，斜面の土層では降下した時点での堆積量（層厚）や

斜面の発達史に応じてその層序には地区毎に特徴が

見られる．厚真川本流沿いの地区の斜面では，樽前 d

降下火砕堆積物（Ta-d: 8.7-9.2 ka）が基盤を直接覆う

場合が殆どであり，まれに角礫層（恐らく周氷河性）が

Ta-d 直下に認められる場合があるものの，恵庭 a 降

下軽石堆積物（En-a: 19-21 ka）より下位の降下火砕

物層は認められない場合が多い．一方，瑞穂地区の

斜面では，En-a，支笏降下火砕堆積物1（Spfa-1: 40 

ka），支笏降下火砕堆積物2（Spfa-2）／Kt-1（40 ka）な

どが基盤を覆い，その上位に Ta-d が堆積している．

Ta-d より上位の樽前 b 降下軽石堆積物（Ta-b: 1667 

A.D.）と樽前 c 降下火砕堆積物（Ta-c: 2.5 ka）の間，及

び Ta-c と Ta-d の間には埋没腐植層が挟まるため，

表土層は全体として火山砕屑物と埋没腐植の互層か

らなり，層厚は斜面中部で2.5～4.0 m 程度である． 

余震分布の詳細な解析の結果，地震断層は3面あ

り，震央の北と南に互いに雁行する10 km x 10 km 程

度の2つの逆断層，両者の間のオフセット部には5 km 

x 5 km 程度の左横ずれ断層が存在し，最初は M5レ

ベルで左横ずれが起き，続いて M6レベルの逆断層が

動いた5)．強震観測データが得られた追分では最大加

速度が1000 gal を超え，周期は1秒以下であった6), 7)． 

地震発生前の降雨量をアメダス厚真で見ると，8月

14日～16日に98 mm の雨があったが，地震発生前の

1週間では8月30日に6 mm，8月31日に10.5 mm，9月4

日と5日にはそれぞれ1 mm と 12.0 mm であり（1週

間合計29.5 mm），先行降雨は限定的だった． 

３．表層崩壊の特徴 

今回の表層崩壊の特徴は次の通りである． 

(1) 空間的に高頻度であり崩壊面積率が非常に高

い8)．国土交通省によれば9)，今回の地震での崩壊面

積は明治以降の主要な地震災害の中で最も大きい． 

(2) 斜面崩壊で滑った土層には基盤風化層が殆ど

含まれず，降下火山砕屑物と埋没腐植層の互層部分

のみが滑った（すなわち，岩盤すべりが少ない）．降下

火山灰堆積地域での地震に伴う斜面崩壊は，過去に

も1968年十勝沖地震に伴う八戸西部での斜面崩壊な

どの事例があり，比較検討が可能である8), 10)． 

(3) 表層崩壊の分布は Ta-d の層厚分布と調和的

であり，Ta-d の層厚が表層崩壊の発生に関係してい

たことを強く示唆している11), 12)． 

(4) 傾斜が10～12⁰程度の緩傾斜でも斜面崩壊が起

った．この緩傾斜での表層崩壊は2016年熊本地震に

おいて阿蘇カルデラ内の後カルデラ火山周辺の斜面

（傾斜15⁰以下）でも見られた13), 14)．このことは，特に火
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山性砕屑物が厚く堆積する斜面においては，地形形

状のみに主眼を置く既往の斜面崩壊地予測法に対し

て重要な示唆を与えると考えられる． 

(5) 滑り面は少なくとも「火山灰風化層型」，「基盤風

化層型」，「埋没腐植層型」の3パターンあり，崩壊プロ

セスを詳細に検討する際にはこの点に特に留意する

必要がある． 

(6) この地域でも斜面は遷急線を挟んで下部谷壁

斜面と上部谷壁斜面に分けられるが15)，今回は特に

上部谷壁斜面が多く滑った表層崩壊イベントであり，

主に下部谷壁斜面付近が滑る降雨が誘引の表層崩

壊イベントの様相とは明らかに異なる． 

(7) 斜面崩壊の規模（水平距離，垂直高）に比して，

土砂の堆積域が長大だった2)．これが被害を大きくした

重要な要因である． 

(8) 大局的には滑った土層は成層構造を大きく崩す

ことなく土塊として滑り落ちたと見られることから，

Varnes16)と古谷17)の分類での「earth block slide（土砂

ブロックスライド）」に類似する斜面崩壊形態であった． 

(9) 大量の土砂が河谷を縦断方向に連続的に埋

め，河谷を「埋塞」した2), 18)．この埋塞土砂は今後の経

年的な土砂流出に有意な影響を及ぼすと考えられる． 

４．地すべり（岩盤すべり）の特徴 

厚真川支流の日高幌内川などでは第三系堆積岩

（軽舞層）の内部に滑り面を持つ地すべり（岩盤すべ

り）が複数個所で発生した12), 18), 19)．その中で最大規模

であり，地すべりブロックが日高幌内川の河谷を閉塞

したサイトで確認された特徴は次の通りである． 

(1) 地すべり部基盤は泥質シルト岩とシルト質砂岩

の互層であり，泥質シルト岩層とシルト質砂岩層の間

にラミナの発達した砂岩層が挟まっている場合もあ

る．泥質シルト岩の多くはスレーキングを起こし，薄く

（時に細かく）割れている，あるいは弱い衝撃で割れる

ものが多い．シルト質砂岩は顕著に硬質である． 

(2) 移動山体の後部に露出している軽舞層はシルト

岩層と砂岩層の互層がほぼ水平に堆積しており，滑り

方向への傾斜は目視では認められない． 

(3) 山体一部の崩落による閉塞とは異なり，今回の

河谷閉塞は山体の上部がほぼそのまま谷方向へ移

動して谷を閉塞したものである．閉塞部の露頭を見て

も，崩落して攪乱された土砂が堆積している状況は認

められず，基盤の構造が良く残されている． 

５．今後の視点 

地震動の解明の進捗に伴い表層崩壊と地すべり

（岩盤すべり）の発生に対する地震動の役割がさらに

検討されることが期待される．また，高頻度の表層崩

壊については空間分布の特徴から示唆されるメカニズ

ムの解明が未だ検討途上である．更に，河谷を埋める

大量の崩壊土砂の流出プロセスは未解明な課題であ

り，継続的な調査を実施していくことが期待される． 
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